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市
で
は
、
洞
窟
の
入
り
口
上
部

に
ハ
ー
ト
型
を
し
た
岩
肌
（
自
然

の
浸
食
に
よ
る
も
の
）
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
愛
の
洞
窟
」（
丹

後
町
犬
ヶ
岬
）
と
呼
ば
れ
地
元
に

親
し
ま
れ
て
い
る
日
本
最
大
級
の

海
蝕
洞
（
※
１
）
を
有
効
活
用
し

よ
う
と
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
調
査
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
環
境
教
育
技
術
振
興
会
へ
委

託
）
で
は
、
洞
窟
の
特
性
を
考
慮

し
、ダ
イ
ビ
ン
グ
を
は
じ
め
、シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
観
光
振
興
や
漁
業
者
の
連
携

に
よ
る
地
域
活
性
の
観
点
か
ら
実

施
。そ
の
結
果
、日
本
最
大（
※
２
）

の
半
水
面
洞
窟（
直
線
２
０
０
㍍・

最
深
約
15
㍍
）
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
同
振
興
会
の
岩

井
克
巳
理
事
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
面
白
い
地
形
。
人
を
襲
わ
な

い
ド
チ
ザ
メ
も
見
ら
れ
、
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
価
値
は
あ
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ビ
ン

グ
が
自
然
環
境
や
水
産
資
源
な
ど

に
与
え
る
影
響
や
運
用
上
の
安
全

面
を
考
慮
し
つ
つ
、
自
然
豊
か
な

本
市
や
海
産
物
の
付
加
価
値
を
高

め
、
観
光
と
漁
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
る
相
乗
効
果
と
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
１　
海
蝕
洞
…
波
浪
に
よ
る
侵
食

で
海
食
崖
に
形
成
さ
れ
た
洞
窟
。

※
２　
本
調
査
を
振
興
会
が
、
国
内

の
観
光
関
係
の
洞
窟
ス
ポ
ッ
ト
を
調

べ
た
範
囲
の
中
で
最
大
と
す
る
も
の

で
す
。（
公
的
な
根
拠
は
無
し
）

包括連携協定調印式で中山市長と連携を誓う
吉田学長㊤、大城学長㊦

㊤「愛の洞窟」内部を調査するダイバー㊦直
線距離 200㍍の洞窟入り口

まちづくり

立
命
大
、
京
産
大
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

地
方
創
生
を
目
指
し
大
学
と
連
携
協
力

　
地
方
創
生
を
推
進
す
る
本
市
で

は
、
大
学
と
の
包
括
的
な
連
携
の

も
と
、
相
互
の
協
力
・
交
流
に
よ

り
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
27
年
12
月
、
立
命
館
大
学
お
よ

び
京
都
産
業
大
学
と
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、産
業
、

ま
ち
づ
く
り
、教
育・研
究・文
化
、

健
康
・
福
祉
、
環
境
保
全
、
人
材

育
成
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
市

と
大
学
が
必
要
と
認
め
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
連

携
・
協
力
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
と
協
定
締
結

　
12
月
17
日
、
立
命
館
大
学
（
京

都
市
）
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
吉
田
美
喜
夫
学
長
と
中
山
市

長
が
出
席
し
、
協
定
の
調
印
式
に

臨
み
ま
し
た
。

　
協
定
締
結
に
当
た
り
、
吉
田
学

長
は
、「
京
丹
後
市
を
も
う
ひ
と

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
、
多
く
の

学
生
、
研
究
者
が
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

京
都
産
業
大
学
と
協
定
締
結

　

立
命
館
大
学
に
続
き
12
月
21

日
、
京
都
産
業
大
学
（
京
都
市
）

に
お
い
て
、
大
城
光
正
学
長
と
中

山
市
長
が
出
席
し
、
協
定
の
調
印

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
大
城
学
長
は
、「
今
回
の
協
定
調

印
は
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
と
実
績
を
つ
ん
で
行
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
本
協
定
締
結
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
両
大
学
は
「
京
丹
後
市
夢
ま

ち
創
り
大
学
」（
※
）
に
参
加
す

る
こ
と
が
決
定
。
大
学
全
体
と
し

て
の
参
加
は
、
両
大
学
が
初
め
て

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
計
４
万
人
以
上

の
大
学
生
か
ら
「
夢
ま
ち
創
り
大

学
」
活
動
へ
の
参
加
を
募
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、「
夢
ま
ち
創
り

大
学
」
の
飛
躍
的
拡
大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
大
学
と
地
域
の
連
携
を
通
じ
、

夢
と
活
力
の
あ
る
地
域
創
造
の
推

進
お
よ
び
大
学
研
究
の
機
能
と
成

果
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
。

本
協
定
締
結
に
よ
り
、
新
た
に
京

都
産
業
大
学
が
加
わ
り
、
全
国
９

大
学
と
な
っ
た
。

農政

平
成
27
年
度
産
米
の
食
味
検
査
結
果

食
味
最
高
93
点
、
平
均
値
78
点

　

市
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
安

全
・
良
質
な
米
づ
く
り
を
推
進
し

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
年
間

を
通
し
て
お
米
の
食
味
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
食
味
検
査
と
は

近
赤
外
線
分
光
分
析
に
よ
り
、
た

ん
ぱ
く
質
・
ア
ミ
ロ
ー
ス
・
水
分
・

脂
肪
酸
度
を
測
定
し
、
総
合
的
に

食
味
値
を
算
出
す
る
も
の
で
、
お

米
の
状
態
を
測
る
客
観
的
指
標
の

一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
産
米
に
つ
い
て
は

計
５
９
４
件
の
検
査
申
請
が
あ
り

ま
し
た
（
平
成
27
年
11
月
30
日
現

在
）。
特
に
市
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

玄
米
に
つ
い
て
は
４
５
８
件
の
申

請
が
あ
り
、
食
味
値
の
最
高
点
が

93
点(

峰
山
町
小
西)

、
平
均
点

は
平
成
26
年
度
産
米
よ
り
１
点
低

い
78
点
と
い
う
結
果
で
し
た
。

項　目 27年度 26年度
アミロース（％） 18.7 18.7
タンパク質（%） 7.3 7.2
水分（％） 14.6 14.3
脂肪酸（㎎／ 100 ｇ） 15.5 14.4
食味値（点） 78 79
食味ランク 優 優

　
市
で
は
「
日
本
一
の
特
Ａ
米
産

地
づ
く
り
推
進
事
業
」「
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
事

業
」「
地
域
資
源
循
環
型
農
業
推

進
事
業
」
な
ど
の
補
助
制
度
を
設

け
、
環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
良

質
な
米
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
資
材
購
入
費
、

冬
季
湛
水
や
減
農
薬
な
ど
の
取
り

組
み
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
☎
６
９

―
０
４
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成 27年度平均値
　　（京丹後市産コシヒカリ玄米　全458試料）

環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
良
質

な
米
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

こしたん
丹後産コシヒカリ
イメージキャラクター

直線距離
200㍍

海
業
水
産
課

☎
６
９
‐
０
４
６
０

「
愛
の
洞
窟 

♥ 

」
を
新
た
な
観
光
資
源
に

～～～
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住民生活

安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
事
業
運
営
の
た
め

２
期
目
の
し
尿
処
理
手
数
料
へ

　
本
市
で
は
、
し
尿
処
理
事
業
の

運
営
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
実

施
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
、し
尿
処
理
手
数
料
の
改
定（
値

上
げ
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
手
数
料
は
、
激
変
緩
和
を
し
な

が
ら
、
平
成
30
年
に
か
け
て
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
（
別
表
参
照
）

こ
と
と
し
、平
成
28
年
４
月
か
ら
、

第
２
期
目
（
１
㍑
当
た
り
10
円
）

の
改
定
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び

介
護
保
険
第
１
段
階
世
帯
の
し

平
成
28
年

４
月
か
ら

段階的に改定する手数料（税込）
第１期（平成 26 年 4 月 1 日～ 28 年 3 月 31 日）

第 1 期（現行）（9 円／㍑）
200㍑まで 1,800 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 225 円
第２期（平成 28年 4月 1日～ 30年 3月 31日）

第 2期改定後（10円／㍑）
200㍑まで 2,000 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 250円
第 3 期（平成 30 年 4 月 1 日～）

 　第 3 期改定後（10.9 円／㍑）
200㍑まで 2,180 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 272.5 円
※収集 1 回につき、10 円未満の端数は、切り捨て

尿
処
理
手
数
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
行
う
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

１世帯（3人）当たりの年間し尿処理手数料
（年間し尿汲み取り量3,000㍑（600㍑×５回分）の場合）

第１期 平成 26 年度～ 27 年度 5,400 円／回 27,000 円／年
第 2 期 平成 28 年度～ 29 年度 6,000 円／回 30,000 円／年
第 3 期 平成 30 年度～　　　 6,540 円／回 32,700 円／年

200 円
up

参 

考

竹
野
川
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
２
８
３
６

くみ取りの申し込みはお早めに！!
　料金改定前は、くみ取りの申し込みが集中することが予想されますので、早めの
申し込みをお願いします。
　なお、３月中の受け付けでも、４月以降のくみ取りとなる場合がありますが、ご
了承ください。

※ 1　充電ステーションは、電動車両所有者向けに提供さ
　　れる認証及び会員サービスと提携して運用します。
※ 2　認証システムは、充電会員サービスに対応したカー
　　ド又はスマートフォン等の QR 登録認証により、使用
　　できます。
　　【 認証プロバイダ／サービス機関 】
　　①～③＝ｴﾈｹﾞｰﾄ（ｴｺＱ電）／日本充電ｻｰﾋﾞｽ（NCS）
　　④～⑦＝日本ﾕﾆｼｽ（ｽﾏｰﾄｵｱｼｽ）／日本充電ｻｰﾋﾞｽ（NCS）
※ 3　利用時間は、今後の利用状況等に応じて変更します。

環境

市
内
７
カ
所
に
電
気
自
動
車
用
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
活
用
、
電
動
車
両
の
利
便
性
向
上

　
市
で
は
、電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
し
て
、
市
内
の
道
の

駅
な
ど
の
公
共
ス
ぺ
ー
ス
に
お
い

て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用

し
た
Ｅ
Ｖ
向
け
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
７
カ
所
全
て
の
設
置
が
順
次

完
了
し
、
平
成
28
年
２
月
か
ら
全

て
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
供
用
を
開

始
し
ま
す
。

充電ステーションの整備効果
①電気自動車の普及促進により、排気ガス

（温室効果ガス）の排出が抑制されます。
②道の駅、観光施設などに設置することでス
トレスのない市内周遊を実現し、観光客並び
に市民の利便性向上が図れるとともに、誘客
を促進します。
③ EV 業務タクシーや送迎など、鉄道と鉄道
以外の公共交通機関との連携が図られ、市
内基幹ルート上への電気自動車の誘導対策
としての効果が期待できます。

　
②③⑥の３カ所は、太陽光発電システ
ムと蓄電システムの併設型ステーショ
ンです。通常時はクリーンエネルギー

の充電ステーションとして、災
害時など停電時には自立運転
による非常用の電力供給ステー
ションとして運用できます。 

急速・普通充電器
普通充電器

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

☎
６
９
‐
０
４
８
０

京丹後市消防出初式を挙行
防災

消防団員ら一年の防災・防火へ決意新た
　新春恒例の京丹後市消防出初式が１月 10 日、京都府丹後文化
会館で行われ、消防団員をはじめ関係者約９２０人が出席し、盛
大に挙行されました。
　式典では、優良消防団員１７４人の表彰をはじめ来賓による祝
辞のほか、京丹後市消防本部の河

こ う

野
の

矢
や

秀
すぐる

消防長が、「消防団員と
消防職員が一丸となって、我々消防へ期待される職務の大きさと
重要性を再確認し、京丹後市民の安心を支えるため、気を引き締
め一層精進しなければならない」とあいさつ。道

どう

家
け

徹
てつ

司
し

京丹後市
消防団長は「諸先輩方の築いてこられた輝かしい京丹後市消防団
の伝統と実績を引き継ぎ、団員一丸となって、地域住民の安全と
郷土の繁栄のため、さらに努力しよう」と訓示を述べました。
　その後、京丹後市消防本部の職員や消防団員が約１㌔市内を行
進。小西川左岸では、団員の家族ら多くの見物客が見守る中、「放
水始め」の合図で、ポンプ車両６台による一斉放水が行われました。

①団員を前
に訓示を行う
道家団長②
多くの観客が
見守る中、小
西川で行われ
た一斉放水
③力強く行進
する消防団員
の皆さん

名 称 / 場 所 利用時間
道の駅　てんきてんき丹後

8：00-19：00
② 道の駅　くみはまSANKAIKAN
③ 宇川温泉　よし野の里 8：00-21：00
④ 網野駅

7：00-20：00⑤ 夕日ヶ浦木津温泉駅
⑥ 久美浜駅
⑦ 大宮庁舎 9：00-17：00

１

くみはまSANKAIKANに設置され
た災害時対応型の充電ステーション

1

5

2
3
4

7
6

3

2

5 4

7
6

特  

徴

公共交通
丹鉄３駅のトイレ、この春リニューアル
より清潔で快適な駅舎整備を目指して

　 市 では、京 都 丹
後鉄道の利用促進と

「海の京都」を推進
するため、峰山駅、
網野駅および夕日ヶ
浦木津温泉駅の、狭

く老朽化したトイレの全面改修や市の玄関口
である駅舎の外壁等の改修工事を行ってい
ます。
　これにより、トイレが広く、男女別々とな
るほか、洋式トイレの設置により、住民の皆
さんや観光客などにとって、清潔で快適にご
利用いただくことができるようになります。
　なお、工事期間中は、駐車場や通路等が
狭くなるなど、大変ご不便をお掛けしていま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
　完成は、今春の予定です。

峰山駅：機織り機をイメージした既存駅舎にマッチしたデザイン

網野駅：波をイメージしたデザイン 夕日ヶ浦木津温泉駅：湯場にふさ
わしい木造のデザイン

特急車両「丹後の海」
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２月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 3/1 2 3 4 5

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）
◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　ゆきがふりだすと、おかあ
さんはあわててあまざけをつ
くりだした。すると、“トン

トントン”ドアをたたくおと。そこに
は、黄色い服のこどもたち。また“ト
ントントン”今度は赤い服のこども
たち。それは、咲いたばかりのはな
たち。“トントントン”の音とともに、
春待つこころがあたたまります。

◉ 『トントントンをまちましょう』 あまん きみこ／作
鎌田 暢子／絵

ひさかたチャイルド

◉  『国
こく

道
どう

者
もの

』 佐藤 健太郎／著
新潮社

図書館からのお知らせ
◆府内相互貸借サービスの一時停止
について
　京都府立図書館のシステム更新
に伴い、京都府立図書館及び府内
公立図書館等から市立図書館（室）
へ本を取り寄せるサービスを一時
停止します。2月 14 日（日）午後
1時までは受付可能ですが、それ以
降は 3月となります。
　府内相互貸借について詳しくは、
各館（室）へお問い合わせください。

　国が定めた道「国道」。こ
の本は、えっ、これも国道？
どうしてと疑いたくなるよう

な、そんな国道を教えてくれる。舗
装されていないデコボコ道。秘湯へ
の登山国道。勾配厳しい「酷道」。さ
まざまな国道、一度訪ねてみません
か。

　市立図書館（室）では１月６日から数日間、
新春恒例となっている「本の福袋」の貸し
出しを行いました。絵本や物語の本を入れ
た袋の中には、職員手作りのおまけも入っ
ていました。「楽しみにしてきました」と、
並んでいる福袋を嬉しそうに選んでいる姿
が見られました。

　また、あみの図書館では1月、「おみくじ
つき！あみだくじ本」として子ども向けの
企画を開催しました。この企画は、あみだ
くじを引いて、おみくじと職員おすすめの
本を手渡し、本を借りていただくというも
のです。大人向けには昨年同様「おみくじ本」
も実施しました。

　市は、障害者の就労能力の向上と社会参加の促進を
図るため、市役所の実務を体験する「障害者短期職場
実習事業」を昨年 12 月から今年２月にかけて実施し
ています。
　平成 19 年度から取り組んでいる事業で、今年度は
４人が実習。配属先の峰山図書館、あみの図書館、人
事課、健康推進課で、障害者就業・生活支援センター
こまち（大宮町）のサポートを受けながら、図書館で
はカウンター業務や本の整理など、市役所では事務作
業や街頭啓発グッズの作成など、それぞれ 10 日間の
実務を体験します。
　峰山図書館での実習を終えた芝野紗登美さん（峰山
町）は、「笑顔でカウンター業務ができるようになりま
した。図書館で実習してよかったです」と話し、あみ
の図書館で実習した金森宏之さん（弥栄町）は、「本の

返却作業や接客、絵本の読み聞かせなど初めてのこと
ばかりで大変でしたが、とても良い経験になりました」
と感想を述べていました。

障害者の就労を支援 ～市役所で職場実習～

左／あみの図書館で読み聞かせの実習を行う金森宏之さん
右／峰山図書館でカウンター業務の実習を行う芝野紗登美さん

Information

　All English で会話を楽しもう！

「英語でしゃべらナイト」

日　程 時　間
 ２月　９日（火） 19 時 00 分

～
20 時 30 分

16 日（火）
23 日（火）

場所：峰山地域公民館講義室（峰山町杉谷）
参加費：会員 100 円（一般 300 円）
申込方法：２月１日（月）までに、電話または E メー
ルで申し込んでください。

All Engulish でコミュニケーション力アップを目指し
ませんか？少人数のグループでネイティブスピーカー
との会話を楽しみましょう♪

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

Information

外
が い

国
こ く

の方
か た

との交
こ う

流
りゅう

や、国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

・多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

のまちづ
くりに関

か ん

心
し ん

のある方
か た

など、どなたでも参
さ ん

加
か

できます。

◎主
おも

な活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

：英
え い

語
ご

・中
ちゅう

国
ご く

語
ご

な
ど語

ご

学
が く

講
こ う

座
ざ

▼ホームステイの受
う

け
入

い

れ ▼ 世
せ

界
か い

の料
りょう

理
り

教
きょう

室
し つ

▼ 外
が い

国
こ く

人
じ ん

への日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

▼ 国
こ く

際
さ い

理
り

解
か い

につ
いての講

こ う

演
え ん

会
か い

など
◎年

ねん
会
かい

費
ひ

：個
こ

人
じ ん

会
か い

員
い ん

一
ひ と

口
く ち

2,000
円
え ん

、団
だ ん

体
た い

・法
ほ う

人
じ ん

会
か い

員
い ん

一
ひ と

口
く ち

5,000 円
え ん

外
がい
国
こく
の方

かた
と話
はなし
がしてみたい

外
がい
国
こく
人
じん
や日

に
本
ほん
人
じん
と友
とも
達
だち
になりたい

外
がい
国
こく
の方

かた
で日

に
本
ほん
語
ご
が学

まな
びたい

外
がい
国
こく
の文

ぶん
化
か
を体

たい
験
けん
したい　など

このようなことが思
お も

い浮
う

かんだときに行
い

く場
ば

所
し ょ

、それ
が京

きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

です。

料理教室の様子

会
か い

員
い ん

募
ぼ

集
し ゅ う

中
ち ゅ う

ルールは英語で話すこと！日本人同士でも日本語は禁
止です。会話はネイティブスピーカーがリードしてく
れますのでご安心ください。

市職員人事異動

弥栄病院
　看護部　看護師　　　　永島 愛

新規採用 [1月1日付]

退職
[11月9日付]
教育委員会事務局
　久美浜保育所　保育士　川口 優美

[11月30日付]
弥栄病院
　看護部　准看護師　　　田家 純子

[12月31日付]
消防本部峰山消防署久美浜分署
　　　　　警備１係員　　荻野 日翼

　おわびと訂正
　１月号 20㌻の平成 27年度京都府産業功労
者表彰の記事で、本文中に丹後機会

●

工業協同
組合とありましたが、正しくは丹後機械

●

工業
協同組合です。おわびして訂正します。

新春企画
　「本の福袋」「おみくじ・あみだくじ本」

左／本の福袋を手
にとる来館者
右／時代小説やミス
テリーなど７つのジ
ャンルから本が当た
る、あみだくじ本の
展示コーナー

問い合わせ・申込先：京丹後市国際交流協会事務局（麻田）
☎ 0772-69-0120　E-mail ：kokusai_koryu@city.kyotango.kyoto.jp

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

３/６日 前売券
発売中

主催 /（公財）京都府丹後文化事業団・京都府
後援/宮津市教育委員会・京丹後市教育委員会・
与謝野町教育委員会
協力 / ㈱ダンスオブハーツエデュケーション

 開演 15：00（開場 14：30）
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後の小・中・高生がミュージカルを通して

　 生きる素晴らしさを伝えます。
	500 円（一律）※３歳以上有料
 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

平成 27 年度　文化庁　文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業
京都府文化を未来に伝える次世代育み事業

TEN・NYOの贈り物2015
丹後ミュージカル

＜全席自由＞
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人口・世帯数
男　	27,772人	（－10）
女　	  29,919人   （+  2）
計    57,691人	  （－  8）
世帯数	　22,726世帯	（＋15）
1月1日現在、カッコ内は前月比。住

民基本台帳（外国人含む）による。

　
丹
後
の
歴
史
や
文
化
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
身
近

な
伝
承
者
と
し
て
活
躍
す
る
、
小
山
元
孝
さ
ん
。
仕
事

の
ほ
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大
勢
と
つ
な
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
小
山

さ
ん
に
近
況
を
伺
っ
た
。

 

♦　
　
♦　
　
♦

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
で
昔
話
や
伝
記
を
よ
く

読
ん
で
い
た
と
い
う
小
山
さ
ん
。
小
学
校
４
年
生
の
時

に
漫
画
で
描
か
れ
た
日
本
の
歴
史
と
出
会
い
、
歴
史
へ

の
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
６
年
生
に
な
る
頃
に
は
一
人

で
京
都
市
内
の
寺
社
を
巡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
人
に

な
っ
た
今
で
も
、
日
本
の
仏
教
美
術
を
は
じ
め
、
新
旧

洋
邦
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
見
て
回
る
の
が
趣
味
だ
と
い

う
。
高
校
卒
業
後
、
京
都
市
内
の
大
学
・
大
学
院
に
進

学
。
日
本
古
代
の
仏
教
史
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。

　
平
成
９
年
、
旧
網
野
町
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

教
育
委
員
会
に
配
属
。
翌
10
年
か
ら
文
化
財
を
担
当
し

た
。
主
に
仏
像
や
古
文
書
の
調
査
等
を
行
い
記
録
と
し

て
ま
と
め
、
調
査
で
得
た
成
果
を
高
齢
者
大
学
や
公
民

館
の
講
座
で
発
表
。そ
の
価
値
や
意
味
を
伝
え
て
き
た
。

　
ま
た
地
元
の
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会
か
ら
の
依
頼

で
「
古
文
書
を
読
む
会
」（
現
在
は
、「
郷
土
の
歴
史
な

る
ほ
ど
セ
ミ
ナ
ー
ル
」）
の
設
立
に
尽
力
。
以
後
、
定
期

的
に
読
む
会
を
開
催
し
、
通
算
で
１
５
０
回
を
超
え
る
。

　
さ
ら
に
、
合
併
を
機
に
、
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

出
演
や
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
依
頼
が
増
え
て
い
る
。

　
近
年
は
、
ほ
か
の
地
域
、
各
方
面
か
ら
も
声
を
掛
け

ら
れ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
奔
走
。分
か
り
や
す
く
、

京
丹
後
の
観
光
や
名
産
品
な
ど
の
情
報
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
説
明
す
る
“
小
山
流
”
が
好
評
を
得
て
い
る
。

　
「
正
直
し
ん
ど
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

助
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
と

“
つ
な
が
り
”
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
」
と
語
る
。

　
そ
ん
な
人
脈
の
中
か
ら
、
新
た
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
平
成
26
年
、
東
京
在
住
の
同
級
生
か
ら
、「
丹
後
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
相
談
が
あ
り
、
そ
の

活
動
母
体
と
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
旦た

に
わ波
」
の

設
立
に
携
わ
っ
た
。
地
域
お
こ
し
に
は
歴
史
や
文
化
に

精
通
し
た
人
材
も
必
要
だ
と
言
わ
れ
趣
旨
に
賛
同
。
現

在
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
昨
年
は
、
東
京
大
学
大
学
院
特
任
助
教
の
林
直

樹
さ
ん
ら
が
離
村
集
落
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
る
事

業
に
参
画
。
市
内
６
地
区
の
元
住
民
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、離
村
集
落
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
ま
と
め
た『
消

え
な
い
村
』
を
刊
行
し
た
。（
市
図
書
館
へ
寄
贈
）

　

小
山
さ
ん
は
、「
離
村
に
よ
り
集
落
の
建
物
が
無
く

な
っ
て
も
、
集
落
跡
の
草
刈
り
や
懇
親
会
な
ど
で
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
以
外
と
村
は
消

え
な
い
と
実
感
し
た
。
そ
の
反
面
、
つ
な
が
り
を
継
承

す
る
手
立
て
や
今
後
何
を
残
し
て
い
き
た
い
か
、
何
を

残
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
今
考
え
て
お
く
こ
と
が
地
域
の

未
来
を
考
え
る
上
で
カ
ギ
と
な
る
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
京
丹
後
の
歴
史
に
関
連
す
る
論
文
や
記
事

を
多
数
執
筆
し
て
き
た
小
山
さ
ん
。「
丹
後
の
歴
史
が

学
術
的
な
研
究
と
い
う
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
学
会
等
で
の
発
表
を
は
じ
め
市
内

外
へ
の
発
信
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
方
、「
大
学
生
が
卒
論
や
修
論
で
京
丹
後
の
歴
史

や
文
化
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。
続
け
て
、「
個
人
的
に
は
少
し
ず
つ
論
文
を
執
筆
し
、

博
士
号
を
取
得
し
た
い
。
ま
た
、
京
丹
後
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
、
こ
の
地
域
の
よ
き
理
解
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
「
近
い
将
来
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
、

自
分
の
歴
史
に
も
彩
り
を
加
え
た
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

▼
昨
年
12
月
25

日
発
行
の
広

報
き
ょ
う
た

ん
ご
１
月
号

別
冊
「
京
丹
後
お
い
し
い
パ
ス

ポ
ー
ト
」
は
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
か
？
こ
の
冊
子
は
、
食
と
人
で

都
市
部
と
京
丹
後
を
結
び
、
人
の

交
流
や
食
材
の
流
通
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
、

京
丹
後
に
ゆ
か
り
の
あ
る
京
阪
神
、

名
古
屋
、
東
京
の
飲
食
店
56
店
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
冊
子
で
は
、

店
の
メ
ニ
ュ
ー
や
参
考
金
額
な
ど

を
ほ
と
ん
ど
掲
載
し
て
い
な
い
の

で
、〝
グ
ル
メ
雑
誌
”
の
よ
う
な
使

い
方
は
で
き
な
い
分
、
京
丹
後
へ

の
想
い
や
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
な

ど
に
重
点
を
置
き
、
人
の
温
か
み

や
食
材
の
豊
か
さ
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
い
ま
す
。
▼
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
、
京
丹
後
の
豊
か
さ

を
改
め
て
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
交
流
の
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
／
秘
書
広
報
広
聴
課
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京
丹
後
の
未
来
は

　
　
歴
史
の
継
承
が
カ
ギ

小山　元
も と

孝
た か

 さん（42）

　　　　　　　　　（網野町網野）

京丹後市文化財保護課

▶
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
集
落
に
つ
い
て
ま

と
め
た
「
消
え
な
い
村
ー
京
丹
後
の
離
村
集

落
と
そ
の
後
ー
」
を
手
に
す
る
小
山
さ
ん

主任

振り込め詐欺にだまされないで!!
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